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歴
史
を
知
っ
て
、

郷
土
の
魅
力
を
再
発
見

黒
田
藩
あ
ら
か
る
と

特
集

写真　「黒田如水像」「日本号（槍）」（いずれも福岡市博物館所蔵）



黒
田
藩
あ
ら
か
る
と

　

黒く
ろ
だ
か
ん
べ
え

田
官
兵
衛
は
、
豊
臣
秀
吉
の
軍

師
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
秀
吉
を
し
て
「
そ
の
気

に
な
れ
ば
、
わ
し
が
生
き
て
い
る
間

に
も
天
下
を
取
る
だ
ろ
う
」
と
語
る

ほ
ど
、
そ
の
才
能
を
認
め
恐
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
出
身
は
、
播
磨
国
（
現
在
の

兵
庫
県
）。
本
名
は
黒
田
孝よ

し
た
か高
と
い

い
ま
す
が
、
通
称
の
官
兵
衛
や
、
出

家
後
に
名
乗
っ
た
如じ

ょ
す
い水
の
名
が
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
て
仕
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

秀
吉
の
死
後
に
起
こ
っ
た
、
天
下

分
け
目
の
合
戦
と
呼
ば
れ
る
関
ヶ
原

の
戦
い
で
は
、
黒
田
家
は
、
徳
川
家

康
率
い
る
東
軍
に
付
き
ま
す
。
歴
戦

の
大
名
が
一
同
に
会
し
た
戦
い
で
す

が
、
長
政
の
手
柄
も
あ
り
、
わ
ず
か

半
日
で
東
軍
の
勝
利
。
江
戸
時
代
の

幕
開
け
で
す
。長
政
の
活
躍
に
対
し
、

家
康
は
筑
前
国
を
与
え
、こ
う
し
て
、

黒
田
家
は
、
約
52
万
石※

の
大
大
名
と

な
り
ま
し
た
。

　

福
岡
城
付
近
の
地
名
を
元
は
「
福

崎
」
と
言
っ
て
い
た
も
の
を
、
黒
田

家
ゆ
か
り
の
地
と
さ
れ
る「
福
岡（
現

時
代
の
中
心
を
歩
ん
だ

黒
田
官
兵
衛
の
人
生

　

豊
臣
秀
吉
が
数
々
の
戦
い
を
勝
利

し
、
天
下
人
ま
で
上
り
詰
め
た
の
に

は
、
軍
師
官
兵
衛
の
働
き
が
大
き
い

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
戦
術

の
特
徴
は
、
水
攻
め
や
兵
糧
攻
め
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
華
々
し

く
城
に
攻
め
入
る
よ
り
も
、
敵
味
方

の
犠
牲
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う

「
降
伏
さ
せ
る
」
こ
と
で
し
た
。

　

秀
吉
の
家
臣
時
代
に
、
豊
前
国
６

郡
（
現
在
の
福
岡
県
東
部
と
大
分
県

北
部
）
を
与
え
ら
れ
（
１
５
８
７
年 

・
42
歳
）、
中
津
城
を
建
造
し
ま
す
。

そ
の
後
、
44
歳
で
家
督
を
息
子
の
長

政
に
譲
り
、
自
身
は
秀
吉
の
側
近
と

水巻町や周辺地域と
黒田藩のつながりを
再発見

黒
田
家
の
歴
史
と
黒
田
藩
の
始
ま
り

天
才
軍
師
と
し
て
知
ら
れ
、
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

黒
田
官
兵
衛
。
官
兵
衛
と
黒
田
藩
初
代
藩
主
と
な
っ
た
息
子
、
長
政
が
と
も
に

作
り
上
げ
た
黒
田
藩
（
福
岡
藩
）
の
歴
史
は
、
現
代
の
水
巻
町
に
住
む
私
た
ち

に
も
密
接
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

①
滋
賀

③
兵
庫

⑤
福
岡

②
岡
山

④
大
分

在
の
岡
山
県
瀬
戸
内
市
の
地
名
）」
の 

名
に
改
め
た
そ
う
で
す
。

　

晩
年
は
、
初
代
黒
田
藩
主
と
な
っ

た
長
政
と
と
も
に
、
黒
田
藩
２
７
０

年
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

戦乱の世の常として、黒田家も
主君を変えながら各地を転 と々し
ました。関ヶ原の戦いの後、福
岡（筑前国）に入国。

黒田家がたどったルート

黒
く ろ だ

田官
か ん べ え

兵衛

黒
く ろ だ

田長
ながまさ

政

母
ぼ り

里太
た へ え

兵衛 後
ご と う

藤又
ま た べ え

兵衛 栗
くりやま

山善
ぜんすけ

助井
いのうえ

上九
く ろ う え も ん

郎右衛門

黒田藩人物関係
初代藩主

藩祖

黒田二十四騎

○
１
５
４
６
年
（
１
歳
）

播
磨
国
で
誕
生

○
１
５
６
７
年
（
22
歳
）

黒
田
家
の
家
督
を
相
続

○
１
５
７
８
年
（
33
歳
）

主
君
織
田
信
長
へ
の
謀
反
の
疑
い
が
あ
る

荒
木
村
重
の
説
得
に
単
身
乗
り
込
む
が
捕

縛
さ
れ
、
約
１
年
間
幽
閉
さ
れ
る

○
１
５
８
２
年
（
37
歳
）

豊
臣
秀
吉
に
備
中
高
松
城
の
水
攻
め
を
提

案
。
戦
い
の
途
中
に
本
能
寺
の
変
を
知
り
、

秀
吉
に
明
智
光
秀
討
ち
を
勧
め
る

○
１
５
８
３
年
（
38
歳
）

キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
、
洗
礼
名
を

ド
ン
・
シ
メ
オ
ン
と
す
る

○
１
５
８
６
年
（
41
歳
）

九
州
平
定
の
た
め
、
豊
前
国
へ
入
国

○
１
５
８
７
年
（
42
歳
）

秀
吉
か
ら
豊
前
６
郡
を
与
え
ら
れ
る
。
博

多
の
太
閤
町
割
（
秀
吉
の
博
多
復
興
計
画
）

に
も
関
わ
る

○
１
５
８
９
年
（
44
歳
）

家
督
を
息
子
の
長
政
に
譲
る

○
１
５
９
０
年
（
45
歳
）

小
田
原
征
伐
に
参
加
し
、
講
話
に
よ
る
使

者
と
し
て
活
躍

○
１
５
９
１
年
（
46
歳
）

秀
吉
の
命
で
、
名
護
屋
城
（
現
在
の
佐
賀

県
唐
津
市
）
の
設
計
を
行
う

○
１
６
０
０
年
（
55
歳
）

関
ヶ
原
の
戦
い
勃
発
。
小
倉
城
攻
略
。
久

留
米
城
、
柳
河
城
を
開
城
し
た

○
１
６
０
１
年
（
56
歳
）

福
崎
を
福
岡
と
改
称
し
、
長
政
と
と
も
に

福
岡
城
築
城
を
開
始

○
１
６
０
４
年
（
59
歳
）

療
養
先
の
京
都
・
伏
見
屋
敷
で
死
去

黒
田
官
兵
衛
生
涯
年
表

戦国時代から江戸時代初期に
かけての武将・大名。豊臣秀
吉の側近として仕え活躍した。
他の大名との交渉や城造りに
も優れる。黒田藩の基礎を築
いたことから、藩祖と言われる。

官兵衛の子。関ヶ
原の戦いでは、武
功1番と認められ
るほどの活躍。徳
川家康から筑前国
52万３千石を与え
られ、黒田藩の初
代藩主となった。

現在の直方市にあった鷹
取城主を任される。黒田
家中では、後藤又兵衛と
双璧を成す傑出した勇将
だった。名槍「日本号」を
呑
の

み取ったことで有名。

次席家老で、黒田藩の守
りの要の一つである遠賀
郡黒崎城主を任された。
墓は岡垣町に現存。「井
上周

す お う

防」の名でも知られ
ている。

智勇の将として名声をあ
げ、現在の嘉麻市にあっ
た大隈城主を任される。
官兵衛の死後、長政と不
仲になったため、放浪の
生活を送ることになる。

黒田家筆頭家老。官兵
衛の信任が厚く、家臣の
中で序列第1位であり、
一老と称された。現在の
朝倉市にあった左

ま て ら

右良
城を任された。

享保の飢きんの後、貧困に苦しむ領民の救助策に着手する
など、藩政改革に乗り出した。堀川の開削工事再開もその
一つ。継高の改革は、一定の成果をあげたと評価されている。

継高の命で再開した堀川の開削工事の現場責任者。底井野村
（現・中間市）出身だが、後に吉田村（現・水巻町）に移り住む。
吉田車返の岩盤切

きりぬき

貫の監督や中間唐戸の構築に尽力した。

※本名より知られた通称がある人物には、通称で表記し、本名をかっこ書きで記しています。

国宝（刀・名物）圧
へしきり

切長
は せ べ

谷部
（福岡市博物館所蔵）

官兵衛が織田信長に会い、毛利
攻めへの協力を申し出た際、喜
んだ信長から授けられた名刀

（孝
よしたか

高）

（友
とものぶ

信） （之
ゆきふさ

房） （基
もとつぐ

次） （利
としやす

安）

栗山善助の子。長政の
命で、第一期の遠賀地
域の堀川開削工事の責
任者となる。父と同じく
筆頭家老となった。

栗
くりやま

山大
だいぜん

膳六代藩主

黒
く ろ だ つ ぐ た か

田継高

一
い ち だ

田久
きゅうさく

作

（利
としあきら

章）

親子

黒田藩初期の重臣たち

※「石
こく

」は、土地が持つ米の生産力を表す単位。江戸時代には、土地の面積よりも石高が、国力などの
基準として重要視された。１石は大人が１年に食べる米の量に相当。（１石＝100升

しょう
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の
任
務
中
と
い
う
こ
と
で
固
辞
し
ま

す
。
し
か
し
、
正
則
は
し
つ
こ
く
勧

め
、「
呑
み
干
せ
ば
好
き
な
褒
美
を

取
ら
せ
る
」
と
挑
発
。
こ
れ
に
は
、

太
兵
衛
も
我
慢
で
き
ず
、
大
杯
に
な

み
な
み
と
注
が
れ
た
酒
を
一
気
に
呑

み
干
し
、
な
ん
と
秀
吉
か
ら
正
則
に

贈
ら
れ
た
日
本
一
の
槍
と
も
い
わ
れ

る
「
日に

ほ
ん
ご
う

本
号
」
を
要
求
し
た
の
で
す
。

驚
い
た
の
は
正
則
。
し
か
し
、
武
士

に
二
言
は
無
い
と
、
日
本
号
を
褒
美

に
取
ら
せ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

当
時
の
黒
田
家
中
に
は
、
武
勇
を

太
兵
衛
と
並
び
称
さ
れ
た
後
藤
又
兵

衛
（
基
次
）
や
後
に
筆
頭
家
老
に
な

っ
た
栗
山
善
助
（
利
安
）、
黒
崎
城

主
と
な
っ
た
井
上
九
郎
右
衛
門
（
之

房
）
ら
豪
傑
が
揃
い
、
黒
田
二
十
四

騎
と
し
て
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。

れ
に
変
え
た
の
で
す
。

　

水
巻
町
と
黒
田
藩
の
関
わ
り
で
最

も
深
い
も
の
は
、
堀
川
の
開
削
で
し

ょ
う
。
初
代
藩
主
長
政
の
命
で
始
め

た
工
事
は
、
財
政
難
な
ど
を
理
由
に

中
断
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
６

代
藩
主
継つ

ぐ
た
か高
の
代
に
開
通
し
ま
す
。

　

こ
の
堀
川
が
で
き
た
こ
と
で
、
遠

賀
川
か
ら
洞
海
湾
ま
で
の
水
運
が
可

能
に
な
り
、
地
域
の
生
活
を
変
え
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
中
期
以
降
は
、
石
炭
輸
送
の

大
動
脈
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
、
か
つ
て
の
炭
鉱
の
ま
ち
、
水
巻

町
の
歴
史
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

　
「
酒
は
呑
め
呑
め　

呑
む
な
ら
ば

日ひ
の
も
と
い
ち

本
一
の
こ
の
槍
を
呑
み
干
す
ほ
ど

に
呑
む
な
ら
ば　

こ
れ
ぞ
真ま

こ
と

の
黒
田

武
士
」
と
い
う
黒
田
節
の
一
節
。
こ

れ
は
、
母
里
太
兵
衛
（
友
信
）
の
伝

説
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

太
兵
衛
は
、
13
歳
の
こ
ろ
か
ら
官

兵
衛
に
仕
え
、
槍
の
名
手
で
剛
力
の

勇
将
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

威
圧
感
だ
け
で
敵
が
避
け
る
た
め
、

体
に
傷
を
負
う
こ
と
が
な
か
っ
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
太
兵
衛
が
黒
田
長
政

の
使
者
と
し
て
、豊
臣
秀
吉
の
重
臣
、

福ふ
く
し
ま
ま
さ
の
り

島
正
則
を
訪
ね
た
と
き
の
こ
と
。

酒
を
勧
め
ら
れ
た
太
兵
衛
は
、
使
者

　

江
戸
時
代
初
期
、
遠
賀
川
は
曲
が

り
く
ね
っ
た
暴
れ
川
で
し
た
。
少
し

の
雨
で
も
頻
繁
に
洪
水
が
発
生
し
、

田
畑
は
水
浸
し
と
な
っ
て
、
人
々
の

生
活
を
脅
か
し
て
い
た
の
で
す
。

　

現
在
、
町
の
西
側
を
ま
っ
す
ぐ
に

流
れ
る
遠
賀
川
。
昔
は
、
遠
賀
町
の

西
川
や
水
巻
町
の
曲
川
の
一
部
が
遠

賀
川
の
本
流
だ
っ
た
と
聞
く
と
驚
く

人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

黒
田
藩
は
、
洪
水
に
苦
し
む
遠
賀

川
下
流
の
村
を
救
う
た
め
、
１
６
２

４
年
か
ら
１
７
４
４
年
ま
で
数
回
に

わ
た
っ
て
工
事
を
行
い
、
猪
熊
村
か

ら
古
賀
村
に
大
き
な
土
手
を
築
く
な

ど
し
て
、
遠
賀
川
を
ま
っ
す
ぐ
な
流

名
槍
を
呑の

み
取
っ
た

母
里
太
兵
衛

黒
田
藩
が
変
え
た

遠
賀
川
の
流
れ

遠
賀
地
域
を
支
え
た

堀
川
の
開
削

黒田二十四騎図

現在の直線的な遠賀川

大だ
い
ぜ
ん
ば
し

膳
橋

　堀川の開削着工時の責任者、栗山大膳の名が、地名の大膳（八
幡西区）や大膳橋（中間市）に残っています。栗山大膳は、二代藩
主忠

ただゆき

之と対立したことでも知られ、そのことも堀川開削が長く中断
した原因の一つとなりました。

八や
つ
る
ぎ
じ
ん
じ
ゃ

劔
神
社

　八劔神社（立屋敷）は、二代藩主忠之が社殿を造営し、三代
藩主光

みつゆき

之が神殿・拝殿を再建するなど、黒田藩とのゆかりが深
いものです。また、六代藩主継高は、八劔神社にケヤキの木を
植えました。

河か
わ
も
り
じ
ん
じ
ゃ

守
神
社

　河守神社には、六代藩主継高が祭ってあります。継高は100年
以上中断していた堀川の開削工事を再開させました。享保の飢きん
をきっかけに、治水と年貢米の集積地・若松までの輸送に堀川の
必要性が見直されたからだと言われています。遠賀平野は黒田藩の
穀倉地帯として重要視されていたようです。

伝
説
が
残
る

黒
田
二
十
四
騎
の
活
躍

黒田藩と遠賀地域の
つながり

吉田の内
うちおうかん

往還跡
往還道とは参勤交代の道として整備された街道のこ
とです。吉田地区に残る、今でも殿様道と呼ばれる
道は、元は黒田家の御茶屋（現在の中間市上底井野
にあった）に通じる黒田藩主の私道で、特に内往還
と言われていました。

梅ノ木の地名の由来
久我神社が亀甲山（現在の梅ノ木団地中央部の丘）
にあったとき、三代藩主光之が大きな黒石の下で、古
く大きな梅を見て「古賀梅」と名付けたそうです。こ
れが地名の梅ノ木の由来と伝えられています。

近隣地域に残る黒田藩ゆかりの場所
○福岡藩御茶屋跡（中間市大字上底井野）…二代藩
主忠之が開設した茶屋。現在の底井野小学校敷
地内に跡地が残っています。
○福岡藩焚

たきいしかいしょ

石会所跡（芦屋町西浜町）…黒田藩は、
石炭の生産から輸送販売に至るまでを藩の管理下
に置きました。焚石会所とは、当時の石炭専売機
関のことです。
○黒崎城（八幡西区屋敷）…江戸時代初期に黒田藩
の防衛拠点として作られた６つの端

は じ ろ

城の一つ。そ
の後、江戸幕府の出した一国一城の原則に従い、
1615年に廃城となりました。現在は城山公園と
して整備され石垣の一部が残っています。
○井上周防の墓（岡垣町高倉・龍昌寺）…井上九郎右
衛門（周防）は、黒田藩発足後、黒崎城を築き、
黒崎城主として当時の遠賀郡を治めました。晩年
は現在の岡垣町吉木に隠居。死後は、自らが再
興した龍昌寺に葬られました。

まだまだある黒田藩にまつわる話
シッテル？シッテル？

参考文献・出典
水巻町誌　水巻昔ばなし　筑前國続風土記拾遺
中間市史　遠賀町誌　芦屋歴史の里図録
広報おかがき（898号）　グラフふくおか（571・572号）

写真提供
福岡市博物館…表紙「黒田官兵衛像」
　　　　　　　表紙「日本号」（撮影者・要

かなめ

史
ふ み や す

康）
　　　　　　　P3「圧切長谷部」（撮影者・要史康）
岡垣町教育委員会…p3「黒田官兵衛掛軸」
　　　　　　　　　p3,p4「黒田二十四騎図」
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思いは次の世代へ受け継がれる
中学校卒業式

　３月１3日、町内の中学校で卒業式が行われ、ここ水巻南中学
校でも 98 人の卒業生が晴れの日を迎えました。担任の先生が
読み上げる名前に、惜別の思いを込めて返事をする卒業生たち。
　校長先生からは「君たちに常に訴えかけてきた、あいさつ、正
義、そして南中生の看板を背負っているという自覚。この３つを 
これからも忘れないでほしい」と激励の言葉が送られます。温か
く見守る校長先生を背に、卒業生代表の梅田祥伍さんは中学校
生活の思い出、先生や親への感謝、在校生たちへの期待を堂々
と述べました。式の最後には「旅立ちの日に」を合唱し、卒業生
たちは涙を拭いながら今後の力強い歩みを誓い合いました。

　２月 25日、いきいきほーるで離乳食教室「わ
んぱくランチ」が開かれました。毎年３回程度
実施しているこの教室では、栄養や離乳食の
講話、調理実習などを行います。
　夫婦で参加した夘

う の き

野木貴
た か ふ み

史さん（下二西）は、
「普段から食事の用意をしているので、離乳食
の勉強もしたいと興味を持っていました。自分
の作った料理を子どもに食べてほしいですか
らね」と真剣です。実習の終わりに、自分の
作ったものを試食すると「大人が食べてもおい
しい」と、出来栄えには満足できた様子。
　また、「離乳食の本を読んでみたけれど、こ
こでの講話を聞くほうが分かりやすい」「資料
が使いやすく、市販の本よりも、この教室で
もらった資料ばかり見ています」などの声が聞
かれ、実習だけでなく、毎回異なるテーマで
話す管理栄養士の講話も評判のようです。

　３月９日、環境美化の日の町内一斉清掃活動が行われまし
た。各自治会が中心となり、町内の草取りやごみ拾いが行わ
れる取り組みです。
　「きれいになるのはうれしいですね。環境美化の日の後は、
道路わきの草がすっかりなくなっているので気持ちよいです」
と語る参加者。「近隣の人が顔を合わせることが減っています
が、この清掃活動は集まって話す機会になるので、なるべく
参加しています」という声もありました。
　参加した皆さん、どうもお疲れさまでした。寒い中作業し
た甲斐があって、町がきれいになりましたね。

あなたの周りの出来事や
身近な話題をお待ちしています の

わたいちま
Town's Topics

僕
の
手
料
理
を
食
べ
て
ね

離
乳
食
教
室
「
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
チ
」

一緒にすると草むしりも楽しいね
「環境美化の日」町内一斉清掃活動

　３月２日、中央公民館で水巻町国際交流協会10
周年記念フェスタが行われました。手さぐりで活
動を開始した10年前から数多くの人の協力で、活
動を広げてきた水巻町国際交流協会。その歴史を
振り返り、関わった全ての人へ感謝を伝えるととも
に、未来へ前進していく第一歩となるイベントです。
　参加した留学生は「日本の道は美しい。木の葉
しか落ちていない」など日本の感想を述べ、水巻
町や周辺地域で大勢の外国人が生活している現状
を伝えました。
　ステージ上では、ジャズライブや、韓国舞踊、中
国変面ショー、劇団アフリカ演奏会などの演目が
行われ、多様な国籍の参加者が、ともに楽しむこ
とができたようです。

10年分のありがとうを伝えます
水巻町国際交流協会10周年記念フェスタ

　２月 25 日、水巻中学校で人権擁護委員協議会の人権教室が
行われました。二年生の学級それぞれへの授業で、テーマは男
女間の交際。短いアニメーションを見て話し合うものでしたが、
考える問題は携帯電話のトラブルや男女間での暴力など、生徒
たちの身近に起こり得るものでした。
　人権擁護委員の人たちは「男女間での交際は楽しいものだけ
ではないんだよ。物事が思い通りにならなかったときに、どれ
だけ相手を思いやることができるかが大事です。今は直接関係
がなくても、今日皆で話し合ったことを大人になっていくときに
役立ててください」と生徒たちに伝えました。

中
学
生
、デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を
知
る

中
学
校
人
権
教
室

華やかな人形がお出迎え

　３月３日のひな祭りの前には、町内各所
で毎年ひな飾りが行われています。二区の
池本さんの自宅は、30 年以上前から作り
続ける人形、壁掛け、さげもんなどでいっ
ぱい。「これからも難しい作品に挑戦した
いですね」と笑顔で話してくれました。

誰もが輝く町を目指す

　３月３日、男女共同参画懇話会は、第２次
みずまき男女共同参画プラン後期実施計画
書案を町長へ答申しました。町は、この案を
もとに計画書を策定し、一人ひとりの人権が
尊重され、多様な個性と能力が発揮できる
まちづくりに向けた取り組みをしていきます。

生きる力を身に付けさせる

　2 月 21日、伊左座小学校は、将来の生活
や職場で活用できる総合的な能力を培うキャ
リア教育が認められ、文部科学大臣から表
彰を受けました。国語、道徳、特別活動の授
業などで、向上心やコミュニケーション能力
を養う場を盛り込む工夫をしています。
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水
巻
少
年
少
女
合
唱
団

定
期
演
奏
会

山
野
草
展
示
会

①八幡西区 ②芦屋町 ③水巻町 ④岡垣町
●この撮影をした場所はどこでしょうか●

札幌市にある旧札幌農学校演
武場です。「札幌時計台」の名
でよく知られています。時計が
設置された明治14 年以来、修
理を重ねながら現在も時を知ら
せ続け、歴史的建物として観光
名所になっています。

３月10日号の答えと当選

○はがきにクイズの答えと住所、氏名、年齢を書い
て４月18 日（金）までに〒 807-8501（住所不要）
水巻町役場企画広報係へ送ってください。

☆正解者の中から抽選で３人に 500 円分の図書カ
ードをプレゼントします。

答え  ④札幌市
●応募総数　29
●正解総数　29

当選者〈敬称略〉

▶梅木文子（梅ノ木団地）
▶河野勝幸（ 宮 尾 台 ）
▶新川良治（おかの台）

　

地
域
の
出
来
事
や
サ
ー
ク
ル
・
講
座

の
お
誘
い
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日
ご
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じ
て
い
る
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と
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の
ご
意
見
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ご
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想
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お
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く
だ
さ
い
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お
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り
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し
て
い
ま
す
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●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
企
画
広
報
係

　
☎
２
０
１
局
４
３
２
１
番

読者の皆さんが
つくるページです

①マッシュルーム、タマネギを薄く切
る。シメジは石づきを取り、ほぐす。
エリンギは短冊切りにする。

②小房に分けたブロッコリーをラップ
に包み、電子レンジで１分 30 秒加
熱する。

③フライパンにバターを入れて中火で
熱し、タマネギを炒める。

④③が透明になってきたらキノコを加
える。全体に火が通ったら小麦粉を
ふるい、軽く炒めて火を止める。

⑤④に豆乳を混ぜ、コンソメ、塩、コ
ショウで味付けをする。

⑥⑤に②を入れ、再度フライパンに火
をかける。ソースにとろみがついた
ら、１人分ずつグラタン皿に入れる。

⑦粉チーズ、パン粉をふり、250℃の
オーブンで 10 分焼く。

作り方
調理：食生活改善推進会

キノコの
ヘルシーグラタン

マッシュルーム 80g
シメジ 60g
エリンギ 60g
タマネギ 160g
ブロッコリー 80g
バター 8g
小麦粉 20g
粉チーズ 12g
豆乳 200cc
パン粉 大さじ２
コンソメ 小さじ１
塩 小さじ1/3
コショウ 適量

材料・４人分

vol.162みんなに
教 え た い

１人分114キロカロリー
　　　塩分 0.9グラム

人にがんばった
Sports&Culture　Digest

●男子の部 決勝トーナメント①猪熊バレーボールスポー
ツ少年団②頃末バレーボールスポーツ少年団●女子の部 
親善トーナメントＡ①猪熊頃末ジュニア

●1月12日●水巻体育センターほか●参加者約600人
水巻町スポーツ少年団バレーボール大会（敬称略）

【ホームゲームへの招待】
●とき・申込期限
▷４月 26 日（土）午後４時（モンテディオ山形戦）・

申込期限４月 18 日（金）必着
▷５月３日（土・祝）午後２時（横浜ＦＣ戦）・申

込期限４月 23 日（水）必着
●定　員　各１００人（抽選）

【芝生で遊ぼう！サッカー教室】
　ギラヴァンツ北九州のスタッフが指導します。終
了後は保護者と一緒に試合観戦ができます。
●とき・申込期限
▷４月 26 日（土）午後２時～午後３時 30 分・申 

込期限４月 18 日（金）必着
▷５月３日（土・祝）正午～午後１時 30 分・申込 

期限４月 23 日（水）必着
※開催日によって、対象、内容、定員などが異な

ります。詳しくは問い合わせてください。
【共通事項】
●ところ　本城陸上競技場（八幡西区御開）
●申込方法　往復はがきに、住所、電話番号、観

戦希望者の氏名（５人まで）・年齢、希望の試
合開催日を書いて送ってください。

▷送付先　〒 802-0001 北九州市小倉北区浅野
三丁目８番１号ＡＩＭビル２Ｆギラヴァンツ北九
州「水巻町ホームゲーム招待係」または「水巻町
サッカー教室係」

●問い合わせ
　㈱ギラヴァンツ北九州☎ 863-6777

　社会福祉法人はまゆう福祉会では、町から委託を
受けて精神に障がいのある人の就労や日常生活を支
援しています。
　平成 26 年４月から、これまで郡内各地に点在して
いた拠点を一つにまとめ、「はまゆうサポートセンター」
として新しく運営することになりました。
　利用についての相談や見学の希望などがありました
ら、気軽に問い合わせてください。
●ところ　はまゆうサポートセンター（吉田西）
●問い合わせ
　はまゆうサポートセンター事務局☎ 201-6151

水巻町の新たなイベントに出演者を募集します

大好き みずまき夏まつり
　毎年秋に行っていた「元気みずまき農商工祭」
が、夏の新たな祭りへ生まれ変わります。ダン
スと歌で盛り上がる町民参加型のまつりです。
●と　き　８月９日（土）
●ところ　総合運動公園

【出演者募集】
①パフォーマンスタイム
　ステージでダンスなどを披露する人たちを募集します。
▷ＰＲタイム　１グループ最大 20 分（短時間の出演も可）
※事前審査を行います。
②水風船合戦
　特設コートで、水風船を使った団体競技（１チーム５人）を行い
ます。優勝・準優勝チームには賞品があります。
▷対　象　小学生以上の人
▷定　員　16 チーム（抽選）
③スポーツ・文化団体ＰＲタイム
　会場内でＰＲを行うスポーツ・文化団体を募集します。
▷対　象　スポーツ・文化団体
※町内・町外は問いません。
▷ＰＲタイム　１グループ最大５分程度（短時間の出演も可）
▷定　員　20 団体程度（選考）

【共通事項】
▷申込方法
　水巻町商工会にある専用の申込用紙で、申し込んでください。
▷募集期限　５月 30 日（金）
●申し込み・問い合わせ　水巻町商工会☎ 201-7551

ホームゲーム＆サッカー教室
へ水巻町民を無料招待

2014シーズン開幕戦で熱い声援を送る美浦町長

生まれ変わった「はまゆう」を
よろしくお願いします
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集団健診の案内はがきを
郵送します。

健康づくりシリーズ 323

●問い合わせ　いきいきほーる健康課☎ 202-3212

検診の種類 内　容 対　象
平成26年3月31日時点の年齢

料　金

一般
生活保護 

世帯

特定健診 ▷問診・診察
▷測定（身長・体重・
　腹囲・血圧）
▷尿検査
▷血液検査（脂質・

血糖・肝機能・腎 
機能など）

水巻町国民健康保険に
加入している 30 歳以
上の人
※75歳の誕生日の前日

まで

500 円 ー
30’ｓ健診

国保健診

生活保護
受給者等健診

生活保護世帯の40 歳
以上の人

ー 0 円

肺がん検診

▷胸のレントゲン
　撮影
▷たんの検査
　（一部の人）

40 歳以上の人 500 円

0 円

胃がん検診
▷バリウムによるレ

ントゲン撮影
▷血圧測定

40 歳以上の人 500 円

大腸がん検診 便潜血検査（2 回） 40 歳以上の人 500 円

前立腺がん検診 血液検査 50 歳以上の男性 1,000 円 1,000 円

乳がん検診

視触診 30 ～ 39 歳の女性 500 円 0 円

▷視触診
▷マンモグラフィ
　１方向

50 歳以上の女性
※平成 25 年度に水巻

町乳がん検診を受
けていない人

視触診
500 円

マンモグラフィ

1,000 円

視触診
0 円

マンモグラフィ

1,000 円

子宮頸部がん
検診

子宮頸部の細胞診

20 歳以上の女性
※平成 25 年度に水巻

町子宮頸部がん検診
をうけていない人

500 円 0 円

　平成 26 年度の特定健診・がん検診が５月下旬
から始まります。健診は年に一度、自分の体の状
態を知るチャンスです。ぜひ、健診を受けましょう。
【集団健診の日程】
●前　期　５月 29 日（木）～６月８日（日）
●後　期　６月 30 日（月）～７月６日（日）
※６月６日（金）・８日（日）、７月３日（木）は託児ができます。希望

する人は事前に、いきいきほーる健康課に予約してください。
【受付時間】
①午前８時 15 分～９時、②午前９時 15 分～ 10 時、③午前 10 時～

10 時 30 分

【後期高齢者健診（75歳以上）】　※ 15ページの記事も見てください。　
　福岡県後期高齢者医療広域連合（☎ 092-651-3111）から案内通知
が郵送されます。詳しくは問い合わせてください。
【水巻町国民健康保険以外の健康保険に加入している人の特定健診】
　職場の健康保険など、加入している医療保険の窓口に問い合わせてください。

※生活保護受給者等健診は集団健診のみです。
※胃がん検診は、安全面の配慮から血圧測定を実施します。高い値の場合は、健 

診を受けられない場合があります。
※乳がん（マンモグラフィ）・子宮頸部がん検診は、２年に１回受診すること

ができます。

②健診の案内や健診票
（各種）などが届きます。

●前期の健診日程対象者
　５月 15 日（木）発送
●後期の健診日程対象者
▷５月 21 日（水）発送
▷６月 12 日（木）発送

③健診を受診します。

●受診場所　いきいきほーる
※健診の種類や費用などは左

の表を確認してください。

④結果通知（約１か月後）
●特定健診、30’Ｓ健診、国保健
診、生活保護受給者等健診を
受けた64歳以下の人

　直接、町の保健師が結果を
説明します。健診の当日に健診
結果を説明する日程を予約して
ください。
●64歳以下でがん検診のみを
受診した人や65歳以上の人

　結果を郵送します。

⑤保健指導（対象者のみ）
　メタボリックシンドロームに
該当する人や予備群の人は、
生活習慣の改善に取り組むこ
とが必要です。健診後６か月
を目安に、町の保健師や管理
栄養士が、面接や電話などで
助言をします。

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

集団健診の
受診方法
①申し込みをします。

　４月下旬に、
健診の申込は
がき（黄色）を
発送します。必 
要事項を記入
して、いきいきほーる健康課に
返送してください。
●申込期限　５月７日（水）
※締め切り後も受け付けを行

いますが、先着順のため、
希望日に健診を受けられな
い場合があります。

▷障がい者本人または生計を同一にする親族が所有す
る車両

　次の全ての条件を満たす車両
▷障がい者本人または生計を同一にする親族が所有す

る車両
▷もっぱら障がい者の通学・通院・通勤などのために使

用する車両

　次の全ての条件を満たす車両
▷障がい者本人または生計を同一にする親族が所有す

る車両
▷もっぱら障がい者の通学・通院・通勤などのために使

用する車両
▷障がい者本人の世帯が、障がい者と18 歳以下の人や

75 歳以上の人だけで構成されていること

　次のいずれかに該当する場合に対象となります。
●身体障がいの等級が次のいずれかに該当
▷障がい者本人が運転　上肢不自由 2 級以上、下肢不

自由６級以上、体幹不自由５級以上、乳幼児期以前
の非進行性脳病変による運動機能障がい（上肢機能）
２級以上、乳幼児期以前の非進行性脳病変による運
動機能障がい（移動機能）６級以上、その他の身体
障がい３級以上

▷障がい者以外が運転　上肢不自由 2 級以上、下肢不
自由４級以上、乳幼児期以前の非進行性脳病変によ
る運動機能障がい（上肢機能）２級以上、乳幼児期
以前の非進行性脳病変による運動機能障がい（移動
機能）４級以上、その他の身体障がい３級以上また
は視覚障がい４級の１
●療育手帳Ｂ１以上、または知能指数50以下で「日常生
活において常時介護を要する程度の障がいを有する」
判定を受けた人
●精神障害者保健福祉手帳1級
※戦傷病者手帳を持っている人は問い合わせてください。

【
減
免
申
請
方
法
】

●
平
成
25
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い
る
場
合

　

平
成
25
年
度
に
減
免
を
受
け
た
人
に
は
、

３
月
下
旬
に
役
場
か
ら
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
継
続
し
て
減
免
申
請
を
す
る

と
き
は
、
申
請
書
に
記
入
し
て
、
４
月
18

　

軽
自
動
車
税
の
納
期
が
、
こ
れ
ま
で
の

４
月
か
ら
５
月
に
変
わ
り
ま
す
。
平
成
26

年
度
の
納
期
限
は
６
月
２
日
（
月
）
で
す
。

※
納
期
の
変
更
に
合
わ
せ
て
、
納
税
通
知

書
は
５
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
限
ま
で
に
減
免
申
請
が
な
い
と

き
は
、
課
税
を
行
い
ま
す
。

●
新
し
く
申
請
す
る
場
合　

５
月
前
半
に

送
付
す
る
納
税
通
知
書
が
届
い
て
か
ら

申
請
期
限
ま
で
に
役
場
住
民
税
係
窓
口

で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

平
成
26
年
度
納
税

通
知
書
、
障
が
い
者
手
帳
（
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
）、
運
転
免

許
証
、
印
鑑

※
運
転
者
が
障
が
い
者
本
人
で
な
い
と
き

は
、
常
時
介
護
者
や
生
計
関
係
の
確
認

書
類
が
必
要
な
と
き
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
期
限　

５
月
26
日（
月
）必
着

運転者が障がい者本人の場合

運転者が障がい者の家族の場合

運転者が常時介護者の場合

軽自動車税減免の対象条件

●減免対象の軽自動車

●減免対象の障がい種別・等級など

◇世帯が同じときは、生計を同一にすることになります。
世帯が別のときは、扶養関係などから生計を同一にして
いるかを判断します。
◇常時介護とは、障がい者本人の通学・通院・通勤などの
ために週３回以上車両を使用していることを指します。
◇割賦購入などで所有権留保を受けているときは、購入
者を所有者とみなします。

軽自動車税の納期が
変わります

軽自動車税の納期の変更と減免
●申し込み・問い合わせ
　役場住民税係☎201-4321

障がい者減免を
忘れずに
障がい者の日常生活に利用する
軽自動車は、対象条件（左）を
満たすとき、軽自動車税の全額
免除を受けることができます。

平成26年度
からの納期

平成25年度までの納期� ４月

月月５５
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●
生
涯
学
習
だ
よ
り
●	

編
集
・
発
行
　
水
巻
町
教
育
委
員
会

●
生
涯
学
習
だ
よ
り
●	

編
集
・
発
行
　
水
巻
町
教
育
委
員
会

　桜咲く季節から、新緑の季節に向かっています。春の日差しや風は穏やか
で、とても気持ちがいいですね。今回は、平成 26年度の生涯学習関係のイ
ベント予定を紹介します。
　今までふれたことのなかった趣味の発見やスキルアップなどで、皆さんの
日常生活の充実に役立ててください。
※日程や内容などが変更となる場合があります。詳しくは事前に問い合わせ
てください。

2
0
1
4 72

【問い合わせ】
●中央公民館　水巻町頃末北一丁目 1番２号　☎ 201-4321
　（中央公民館の利用は☎ 201-0401）
●南部公民館　水巻町下二東三丁目３番 21号　☎ 202-2472
※南部公民館事業は中央公民館へ問い合わせてください。
●生涯学習係・人権係　水巻町頃末北一丁目 1番２号（中央公民館内）　☎ 201-4321
●スポーツ振興係・体育協会・スポーツ少年団　水巻町頃末北三丁目10番１号　☎201-4000

月
生涯学習係・人権係 スポーツ振興係 体育協会・スポーツ少年団

日 曜 行　　事 日 曜 行　　事 日 曜 行　　事

４ 28 月 いきいき「はつらつ塾」開講式

５ 24 土 まなびキッズ教室開校式

11 日 春のフレッシュテニス大会
４ 日 青少年育成事業（剣道）

５ 月 スポーツ少年団野球大会

25 日
社会人ソフトボール大会 11 日 水巻町ソフトボール選手権大会

24 土
青少年育成事業（サッカー）地域女性バレーボール大会 25 日

６

15 日 町民体力テスト
３ 火

水巻町グラウンドゴルフ選手権大
会

７ 土

水巻町ターゲットバードゴルフ
選手権大会

22 日 水巻町ビーチボールバレー大会
スポーツ少年団指導者認定講習
会（６月８日まで）

29 日 スポーツ少年団水泳競技大会

７

１ 火
同和問題啓発強調月間
町内街頭啓発 １ 火

総合運動公園プール開始
（８月31日まで） ６ 日 遠賀郡民体育大会夏季大会（水泳）

６ 日 通学合宿前期（７月11日まで）

９ 水
同和問題啓発強調月間
「町民の集い」 ６ 日 集まれ卓球大会 19 土 遠賀郡民体育大会秋季大会（柔道）

31 木
日蘭中学生交流
オランダ派遣 (８月11日まで）

20 日

遠賀郡民体育大会秋季大会
（軟式野球、ソフトテニス、硬式
テニス、ソフトボール、バレーボー
ル、弓道、卓球）

21 月 小学生サンドバレーボールフェスタ
下旬

夏休みチャレンジャー
（８月下旬まで）

８

２ 土
遠賀郡民体育大会秋季大会
（陸上長距離）

３ 日 遠賀郡民体育大会秋季大会（陸上）

17 日
スポーツ少年団ミニバスケット
ボール大会

24 日 福岡県民体育大会夏季大会

30 土
青少年育成事業軟式野球
（８月30日・31日・９月７日）

31 日 水巻町水泳スポーツ少年団記録会

９ ７ 日 通学合宿後期（９月12日まで）

２ 火 ナイターグラウンドゴルフ大会 ７ 日
遠賀郡青少年育成事業種目別大会
（水泳・バレーボール・柔道）

コスモステニス大会

21 日 バドミントンを楽しもう大会 20 土
福岡県民体育大会秋季大会

27 土 ターゲットバードゴルフ大会 21 日

10 19 日

水巻キッズスポーツフェスタ
５ 日

水巻町ビーチボールバレー
選手権大会

12 日
水巻町ママさんバレーボール
選手権大会

水巻オープンテニス大会 19 日 スポーツ少年団空手道競技大会

25 土 水巻町弓道選手権大会

11 23 日 水巻ビーチボールバレー福岡県大会

２ 日 水巻町軟式野球選手権大会

16 日 福岡県駅伝競走大会

30 日
水巻町卓球選手権大会

スポーツ少年団駅伝・マラソン大会

12
１ 月 人権週間町内街頭啓発 10 水

体育施設利用団体代表者会議 14 日 遠賀郡ロードレース大会
６ 土 世代間交流発表会 11 木

１ 11 日
水巻町剣道選手権大会

スポーツ少年団剣道競技大会

２ ９ 月 いきいき「はつらつ塾」閉講式

１ 日 遠賀郡駅伝競走大会

８ 日

水巻町バドミントン選手権大会

北九州地区スポーツ少年団
駅伝競走大会

11 水 スポーツ少年団バレーボール大会

３ 21 土 まなびキッズ教室閉校式 ８ 日 スポーツ少年団リーダー交流会

そ
の
他

○青少年健全育成フェア ○柴原洋少年野球教室（12月）

月
中央公民館 南部公民館

日 曜 行　　事 日 曜 行　　事

4 27 日 少年少女合唱団定期コンサート

5

23 金 さつき展（５月25日まで）
24 土

春の文化祭
（作品展示６月１日まで）

24 土 春の文化祭（６月１日まで）

25 日 春の芸術祭
31 土

児童絵画展
映画鑑賞事業

28 水 バティック初級スタート（全５回）５月～７月

6 5 木 家庭教育学級スタート（全10回）６月～11月 17 火 南部ふれあい講座開講（全７回）

7
16 水 盆踊り太鼓講習会

23 水 盆踊り講習会

8 24 日 玄界灘ジョイントコンサート

9
5 金 講座倶楽部（９月～３月）

10 水 バティック中級スタート（全５回）９月～10月

10
11 土 水巻町青少年競書大会（11月１日	表彰式）

16 木 陶芸教室講座開講（全 8回）10月～１月

11 1 土
秋の文化祭（11月３日まで）
お茶会・芸能まつり・チャリティーダンスパー
ティー・能楽発表会など

1 土
オープンサークルデイ（秋の文化祭）

競書大会表彰式

1
4 日 新春美術工芸展（１月12日まで）

12 月 成人式

日蘭中学生交流

遠賀郡駅伝競走大会

通学合宿

オープンサークルデイ

小学生サンドバレーボールフェスタ
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緑
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
緑
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
募
金
活
動

と
花
の
苗
の
無
料
配
布
を
行
い
ま
す
。

●
と
き
・
と
こ
ろ

▽
４
月
18
日
（
金
）
午
後
５
時
15
分
・

Ｊ
Ｒ
水
巻
駅
前

▽
４
月
20
日
（
日
）
午
前
11
時
・
ダ
イ

エ
ー
水
巻
店
前
（
樋
口
）

●
配
布
本
数　

各
日
３
０
０
本
程
度（
先

着
順
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
環
境
係

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

●
試
験
日　

６
月
15
日
（
日
）

●
試
験
地　

九
州
共
立
大
学
（
八
幡
西

区
自
由
ケ
丘
）

●
試
験
種
類　

全
種
類

※
願
書
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
（
遠
賀
町

広
渡
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
期
間

▽
書
面
申
請　

４
月
18
日
（
金
）
～
５

月
２
日
（
金
）

▽
電
子
申
請　

４
月
15
日
（
火
）
～
29

日
（
火
・
祝
）

●
申
込
方
法　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

（
電
子
申
請
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w 

ww.shoubo-shiken.or.jp

）
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
試
験
準
備
講
習
会
】

●
と　

き　

５
月
25
日
（
日
）

●
と
こ
ろ　

中
間
市
消
防
本
部
（
中
間

　

地
域
の
安
全
を
支
え
る
た
め
に
、
自

治
会
と
町
が
協
力
し
て
管
理
し
て
い
る

防
犯
灯
。
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
そ
の

蛍
光
灯
を
町
が
全
て
交
換
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

点
滅
し
た
り
消
え
て
い
る
防
犯
灯
が

あ
れ
ば
、
自
治
会
を
通
じ
て
町
に
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
土
木
係

　

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
で
、
確
実
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
住
民
登

録
が
必
要
で
す
。
引
っ
越
し
な
ど
で
住

所
を
移
し
た
人
は
、
速
や
か
に
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

役
場
住
民
係
で
は
、
本
人
に
な
り
す

ま
し
た
届
け
出
を
防
ぐ
た
め
、
写
真
が

付
い
た
公
的
身
分
証
明
書
で
確
認
を
し

市
中
間
）

●
内　

容　

乙
種
４
類
試
験
の
講
習

●
費　

用　

一
般
２
０
０
０
円
、
防
災

協
会
会
員
・
学
生
１
５
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
が
別
途
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み　

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

４
月
18
日
（
金
）
～
５

月
23
日
（
金
）

【
共
通
事
項
】

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
遠
賀
郡
消

防
本
部
予
防
課
☎
２
９
３
局
８
１
２

５
番
へ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

を
対
象
に
、
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

該
当
す
る
人
に
は
４
月
下
旬
に
受
診
票

を
郵
送
し
ま
す
。
平
成
27
年
３
月
末
ま

で
受
診
で
き
る
受
診
票
を
郵
送
し
て
い

ま
す
の
で
、
健
康
診
査
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

●
費　

用　

５
０
０
円

※
指
定
医
療
機
関
で
事
前
に
予
約
を
し

て
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
や
高
血
圧
症

な
ど
）
で
通
院
し
て
い
る
人
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
☎
（
０
９
２
）
６
５
１
局
３
１

１
１
番

●
実
施
地
域　

ア
ム
ー
ル
州
、
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
地
方
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和

国
、
中
国
東
北
地
方
、
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ト
ラ
ッ

ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
沿
海
地
方
、
イ
ン
ド
、
硫

黄
島

※
時
期
、
定
員
は
巡
拝
地
域
で
異
な
り

ま
す
。

●
対　

象　

次
の
条
件
を
満
た
す
人

▽
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行
う
地
域
の
戦
没

者
の
遺
族
（
再
婚
し
た
人
を
除
く
配

偶
者
や
３
親
等
以
内
の
血
族
の
人
）

▽
実
施
時
期
に
原
則
80
歳
以
下
の
人

※
応
募
人
数
が
予
定
よ
り
も
少
な
い
場

合
は
、
対
象
を
広
げ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く

は
県
保
護
・
援
護
課
☎（
０
９
２
）６

４
３
局
３
３
０
１
番
へ

　

ケ
シ
に
は
植
え
て
良
い
も
の
と
悪
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
ケ
シ

を
見
た
人
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
大
麻
に
な
り
得
る
ケ
シ
の
特
徴

▽
草
丈
が
大
き
く
１
メ
ー
ト
ル
以
上
に

な
る
。

▽
全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑
色
で
毛
が
生
え

て
い
な
い
。

▽
茎
を
抱
き
込
む
よ
う
に
葉
が
生
え
て

い
る
。

▽
葉
が
大
き
く
長
楕だ

円
形
で
ま
わ
り
の

切
れ
込
み
が
浅
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

宗
像
・
遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
総
務
企
画
課
☎
（
０

９
４
０
）
３
６
局
２
０
４
５
番

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
が
な
い
場

合
は
、
健
康
保
険
証
や
口
頭
で
の
質

問
で
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
以
外
の
人

が
届
け
出
に
来
る
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
住
民
係

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
住
民
票
の
写

し
や
戸
籍
謄
（
抄
）
本
な
ど
が
第
三
者

に
不
正
取
得
さ
れ
た
場
合
に
、
本
人
へ

通
知
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
通
知
す
る
場
合

▽
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
取
得
し
た
人

が
、
不
正
取
得
者
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
と
き

▽
国
、県
や
関
係
機
関
か
ら
の
通
知
で
、

不
正
取
得
を
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
と
き

▽
本
人
以
外
か
ら
の
請
求
で
、
そ
の
請

求
事
由
が
偽
り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
き

※
消
除
さ
れ
た
住
民
票
や
戸
籍
の
附
票
、

除
か
れ
た
戸
籍
も
含
み
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
住
民
係

　

町
で
は
、
高
等
学
校
な
ど
に
入
学
し

た
人
の
い
る
低
所
得
世
帯
へ
入
学
祝
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
対　

象　

平
成
26
年
４
月
１
日
時
点

で
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
世
帯

▽
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
26
年
度

に
高
等
学
校
な
ど
へ
入
学
が
確
定
し

た
満
20
歳
未
満
の
人
が
い
る
世
帯

▽
平
成
25
年
中
の
収
入
が
、
生
活
保
護

基
準
額
に
20
％
を
加
算
し
た
額
以
下

の
世
帯

※
生
活
保
護
世
帯
を
除
き
ま
す
。

●
入
学
祝
金
額　

３
万
円

●
申
込
期
限　

４
月
30
日
（
水
）

※
５
月
下
旬
に
、
郵
送
で
結
果
通
知
を

行
い
ま
す
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　

高
等
学
校
な
ど

の
在
学
証
明
書
、申
請
者
（
世
帯
主
）

名
義
の
通
帳
、
印
鑑

※
平
成
26
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し

た
世
帯
は
、
後
日
、
前
住
所
地
の
市

町
村
で
発
行
す
る
「
平
成
26
年
度
住

民
税
課
税
証
明
書
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
地

域
交
流
係

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
東
日
本
大
震
災

義
援
金
の
受
付
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

役
場
住
民
係
窓
口
の
募
金
箱
を
利
用

す
る
か
、
郵
便
振
替
（
手
数
料
免
除
）

で
募
金
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
受
付
期
限　

平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）

※
役
場
住
民
係
窓
口
の
募
金
箱
は
平
成

27
年
３
月
27
日
（
金
）
ま
で
設
置
し

ま
す
。

●
郵
便
振
替
先

▽
加
入
者
名　
「
日
本
赤
十
字
社　

東

日
本
大
震
災
義
援
金
」

▽
口
座
番
号　

０
０
１
４
０
‐
８
‐
５

０
７

※
受
領
証
が
必
要
な
場
合
は
、
通
信
欄

に
「
受
領
証
希
望
」
ま
た
は
日
本
赤

十
字
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
登
録
後
の
受

付
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域
交
流
係

　

海
外
で
の
福
岡
県
出
身
戦
没
者
を
追

悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
慰
霊
巡

拝
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
参
加
資
格
、

費
用
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

【
中
国
東
北
部
】

●
と　

き　

７
月
下
旬
（
７
日
間
）

●
定　

員　

15
人

●
申
込
期
限　

５
月
30
日
（
金
）

【
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
】

●
と　

き　

11
月
下
旬
（
７
日
間
）

●
定　

員　

15
人

●
申
込
期
限　

９
月
25
日
（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県

遺
族
連
合
会
☎
（
０
９
２
）
７
６
１

局
０
０
１
２
番

住
民
票
な
ど
の
不
正
取
得
は

本
人
へ
通
知
し
ま
す

引
っ
越
し
を
し
た
ら

住
民
異
動
届
を
忘
れ
ず
に

　

県
で
は
先
の
大
戦
の
戦
没
者
を
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
参
列
者
を

募
集
し
ま
す
。

【
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
】

●
と　

き　

８
月
15
日
（
金
）

●
と
こ
ろ　

県
立
福
岡
武
道
館
（
福
岡

市
中
央
区
大
濠
）

●
対　

象　

先
の
大
戦
の
福
岡
県
出
身

の
戦
没
者
と
一
般
戦
災
死
没
者
の
配

偶
者
、
３
親
等
以
内
の
血
族
と
２
親

等
以
内
の
姻
族
で
県
内
に
住
ん
で
い

る
人

●
費　

用　

無
料

※
交
通
費
は
自
己
負
担
で
す
。

●
定　

員　

９
０
０
人

●
申
込
期
限　

６
月
10
日
（
火
）

※
参
列
遺
族
全
員
の
献
花
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

【
全
国
戦
没
者
追
悼
式
】

●
と　

き　

８
月
14
日（
木
）～
15
日（
金
）

●
と
こ
ろ　

日
本
武
道
館
（
東
京
都
千

代
田
区
北
の
丸
公
園
）

●
対　

象　

次
の
条
件
を
満
た
す
人

▽
先
の
大
戦
の
戦
没
者
、
一
般
戦
災
死

没
者
と
原
爆
死
没
者
の
配
偶
者
、子
、

父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、
子
・
兄
弟

姉
妹
の
配
偶
者
（
夫
婦
で
参
列
す
る

場
合
に
限
る
）
で
県
内
に
住
ん
で
い

る
人

▽
同
事
業
に
過
去
に
参
加
し
た
こ
と
の

な
い
人

▽
全
行
程
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
体
力
が

あ
り
、
団
体
行
動
が
と
れ
る
人

水巻町役場

中央公民館

南部公民館

総合運動公園

・スポーツ振興係
・テニスコート 

いきいきほーる

・健康課

子育て
支援センター

児童少年
相談センター

図書館

歴史資料館 

えぶり山荘

障害者
福祉センター

高齢者
福祉センター

☎ 201-4321
FAX 201-4423

☎ 201-0401
FAX 201-0411

☎ 202-2472
FAX 202-2473

☎ 201-4000
☎ 201-5757

☎ 202-3212
FAX 202-3621

☎ 203-5772
FAX 203-5806

☎ 203-1555
FAX 203-1553

☎ 201-5000
FAX 201-0995

☎ 201-0999

☎ 202-6230

☎ 201-0794

☎ 201-3344

自
然
や
緑
を
大
切
に

苗
木
と
花
の
無
料
配
布

あ
な
た
の
学
び
を
応
援
し
ま
す

水
巻
町
高
等
学
校
等
入
学
祝
金

福
岡
県
海
外
戦
没
者

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

防
犯
の
た
め
の
蛍
光
灯

交
換
は
町
が
行
っ
て
い
ま
す

●と　き　５月 10日（土）午
前９時 30分～正午
●ところ　歴史資料館
※雨天の場合は室内学習をし
ます。
●定　員　15人程度（抽選）
●費　用　20円（保険料）
●持ってくるもの　筆記用具、
双眼鏡（持っている人のみ）
●申込期限　５月６日（火）
●申し込み・問い合わせ
　歴史資料館

野鳥観察会
身近な自然を感じよう

●
費　

用　

旅
費
の
一
部
補
助
を
除
い

て
自
己
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

●
定　

員　

１
０
２
人

●
申
込
期
限　

６
月
２
日
（
月
）

【
共
通
事
項
】

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
地

域
交
流
係

　

町
内
の
中
小
企
業
へ
の
商
工
業
振
興

制
度
融
資
貸
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
融
資
金
額　

５
０
０
万
円
以
内

●
融
資
期
間　

５
年
以
内

※
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

遠
賀
信

用
金
庫
☎
２
０
１
局
０
０
３
４
番〒８０７－００５１遠賀郡水巻町立屋敷１－１４－５０ 

学校法人 福岡保健学院 みずまき助産院ひだまりの家 
TEL : 093-201-7731　FAX : 093-201-7741　E メール : jyosanin@hidamari-ie.jp

妊娠、出産、育児、母乳などに関するお問い合わせ、お気軽にご相談ください。

楽しいイベントご案内

みずまき助産院 ひだまりの家
（広い園庭がありますので、いつでも遊びに来て下さい。）

学校法人 福岡保健学院 http://hidamari-ie.jp

☆４月19日（土）
　午後２時30分～
▷白川先生のお話
▷絵本の読み聞かせ
・参加費　100円

詳しくは、助産院ホームページ内の
「ひだまりブログ」をご覧ください。

☆４月15 日（ 火）
　午前10時30分～
▷白川先生の子育て相談会
▷対象：２歳児未満
・参加費　無料（要予約）

☆４月17日（木）
▷マタニティヨガ　午後１時～
▷産後のヨガ　午後２時30分～
・参加費　1,000 円（要予約）
※当院での出産予定の方は半額。

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

試
験
準
備
講
習
会

被
災
地
復
興
に
支
援
を

義
援
金
の
受
付
を
延
長
し
ま
す

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

不
正
大
麻
・
ケ
シ
撲
滅
運
動

き
れ
い
な
ケ
シ
の
花
に
注
意

恒
久
の
平
和
を
願
っ
て

戦
没
者
追
悼
式

町
の
中
小
企
業
融
資
貸
付

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

14◉ 広報みずまき 2014.4.1015 ◉ 広報みずまき 2014.4.10



　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
身
近
な
も
の

を
使
っ
た
簡
単
な
顕
微
鏡
作
り
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と　

き　

５
月
４
日
（
日
・
祝
）
午

後
２
時

●
と
こ
ろ　

図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

●
対　

象　

町
内
に
住
む
小
学
４
年
生

～
６
年
生

※
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定　

員　

15
組
（
先
着
順
）

●
費　

用　

無
料

●
申
込
方
法　

図
書
館
窓
口
に
あ
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
開
始
日　

４
月
12
日
（
土
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

図
書
館

☎
２
０
１
局
５
０
０
０
番

●
と　

き　

５
月
14
日
（
水
）

●
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ほ
ー
る

●
対　

象　

妊
婦
ま
た
は
育
児
中
（
１

歳
６
か
月
ま
で
）
の
人
と
そ
の
家
族

●
内　

容　

離
乳
食
の
話
、離
乳
食
作
り

●
定　

員　

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
初
め
て
の

人
を
優
先
し
ま
す
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
母
子
健
康
手
帳

●
申
込
期
限　

５
月
７
日
（
水
）

●
託　

児　

希
望
す
る
人
は
申
込
時
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
飲
み
物
（
お
茶
や
ミ
ル
ク
、
ミ
ル
ク

用
の
お
湯
）、
タ
オ
ル
、
お
む
つ
、
お

し
り
拭
き
ペ
ー
パ
ー
、
着
替
え
な
ど

が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

い
き
い

き
ほ
ー
る
健
康
課
☎
２
０
２
局
３
２

１
２
番

　

オ
ラ
ン
ダ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

家
庭
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
研
修
を
す
る

中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
研
修
期
間　

７
月
31
日
（
木
）
～
８

月
11
日
（
月
）

●
訪
問
先　

オ
ラ
ン
ダ
国
ノ
ー
ル
ド
オ
ー

ス
ト
ポ
ル
ダ
ー
市

●
対　

象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
中
学

２
年
生
・
３
年
生

●
内　

容　

事
前
研
修
（
８
回
程
度
）、

オ
ラ
ン
ダ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

研
修
生
募
集

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
研
修
、事
後
研
修（
３

回
程
度
）

●
定　

員　

10
人

●
選
考
方
法　

英
語
筆
記
、課
題
作
文
、

面
接
、
リ
ス
ニ
ン
グ
な
ど

●
費　

用　

８
万
円

※
パ
ス
ポ
ー
ト
代
な
ど
は
、
別
途
必
要

で
す
。

●
申
込
期
限　

５
月
２
日
（
金
）
午
後

５
時

※
申
込
用
紙
は
中
央
公
民
館
２
階
生
涯

学
習
係
に
用
意
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
生

涯
学
習
係
（
中
央
公
民
館
内
）
☎
２

０
１
局
４
３
２
１
番

【
小
学
生
の
部
】

●
と　

き　

５
月
11
日
（
日
）
８
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

●
対　

象　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
テ
ニ
ス
の
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
る
人

▽
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
グ
に
所
属
し
て
い
な

い
人

▽
保
護
者
の
同
伴
が
で
き
る
人

●
種
目
・
定
員　

シ
ン
グ
ル
ス
・
12
人

（
先
着
順
）

●
費　

用　

１
０
０
０
円

※
中
止
の
場
合
は
返
金
し
ま
す
。

【
一
般
の
部
】

●
と　

き　

５
月
11
日
（
日
）
午
後
０

時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
、
５
月
18
日
（
日
）

に
延
期
し
ま
す
。

●
対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
18
歳
以
上
の
人

▽
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
町
内
で
働
い
て
い
る
人

▽
町
体
育
協
会
会
員

▽
水
巻
ゆ
う
♥
あ
い
倶
楽
部
会
員

※
学
生
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

●
種
目
・
定
員　

ダ
ブ
ル
ス
・
男
子
６

組
、
女
子
６
組
（
先
着
順
）

●
費　

用　

１
組
２
０
０
０
円

【
共
通
事
項
】

●
と
こ
ろ　

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ�

ー
ト

●
申
込
方
法　

４
月
24
日
（
木
）
ま
で

に
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
管
理
事
務
所
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

総
合
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
☎
２
０
１
局
５
７
５
７
番

●
と　

き　

５
月
10
日
・
24
日
・
31
日
・

６
月
７
日
・
14
日
・
28
日
（
土
曜
日
・

全
６
回
）
午
前
９
時
～
11
時

●
と
こ
ろ　

町
民
体
育
館

●
対　

象　

５
歳
～
中
学
生

●
定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

●
費　

用

▽
水
巻
ゆ
う
♥
あ
い
倶
楽
部
会
員　

１

０
０
０
円

▽
一
般　

２
０
０
０
円

●
持
っ
て
く
る
も
の　

タ
オ
ル
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
、
お
茶

●
申
込
期
限　

４
月
30
日
（
水
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

水
巻
ゆ

う
♥
あ
い
倶
楽
部
☎
７
０
１
局
７
７

４
１
番

　水巻町教育委員会では、学校週５日制の趣
旨を踏まえつつ、保護者や地域住民の皆さん
に開かれた学校づくりを推進するため、土曜日
授業を実施しています。
　１学期は下の表のとおり行いますので、ぜひ、
学校へ来てください。地域の皆さんのご協力
をお願いします。

●問い合わせ　役場学校教育係☎ 201-4321

町内小学校・中学校の１学期

土曜日授業

春
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
大
会

離
乳
食
教
室「
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
チ
」

子
ど
も
卓
球
教
室

親
子
で
楽
し
む
工
作
教
室

子
ど
も
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

学校名 実施予定日 内　容

伊左座小学校
５月10日

学習参観、キャリア教育講
演会、PTA 総会

６月21日 公開授業（人権学習）

猪熊小学校
５月10日

児童集会、学習参観、PTA
総会

６月21日 児童集会、学習参観

朳小学校
５月10日

学習参観、学校説明会、PTA
総会

６月21日 児童朝会、校区環境美化運動

頃末小学校

５月10日
児童集会、学習参観、PTA
総会

６月21日
児童集会、学習参観、学年
レク

吉田小学校
５月10日

PTA 総会、校区クリーンUP
活動

７月12日 泳力記録会

水巻中学校
４月19日 対面式、部活動紹介

４月26日 授業参観、PTA 総会

水巻南中学校
４月19日 対面式、部活動紹介

４月26日 授業参観、PTA 総会

●
と　

き　

５
月
17
日
（
土
）
午
前
７

時
30
分
～
午
後
６
時

●
集
合
場
所　

総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル

駐
車
場

●
行
き
先　

秋
吉
台（
山
口
県
美
祢
市
）

●
定　

員　

40
人
（
先
着
順
）

※
参
加
者
が
25
人
未
満
の
と
き
は
、
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
費　

用　

年
齢
で
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
水
巻
ゆ
う
♥
あ
い
倶
楽
部
会
員
は
、

割
引
が
あ
り
ま
す
。

※
５
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
キ
ャ
ン
セ

ル
し
た
場
合
は
、
参
加
費
を
返
金
し

ま
す
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
、
入
浴
用
具
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
雨
具
、
帽
子

●
申
込
期
限　

４
月
25
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

水
巻
ゆ

う
♥
あ
い
倶
楽
部
☎
７
０
１
局
７
７

４
１
番

　

い
き
い
き
「
は
つ
ら
つ
塾
」
は
、
地

域
の
人
が
特
技
を
磨
く
た
め
の
場
所
を

提
供
し
、
そ
の
特
技
を
学
校
や
地
区
公

民
館
な
ど
で
発
揮
し
て
も
ら
う
も
の
で

す
。
趣
味
を
磨
い
て
、
誰
か
の
た
め
に

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と　

き　

４
月
28
日
（
月
）
～
平
成

27
年
２
月
（
８
月
を
除
き
ま
す
）

●
募
集
コ
ー
ス　

書
道
コ
ー
ス
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、水
彩
画
コ
ー
ス
、

陶
芸
コ
ー
ス
、
歴
史
コ
ー
ス

●
内　

容

▽
コ
ー
ス
別
専
門
講
座　

月
１
～
２
回

程
度
（
各
コ
ー
ス
で
異
な
り
ま
す
）

▽
教
養
講
座　

年
３
回
程
度
（
全
コ
ー

ス
共
通
）

●
定　

員　

各
コ
ー
ス
10
人
程
度

●
費　

用　

無
料

※
材
料
費
な
ど
が
別
途
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く

は
役
場
生
涯
学
習
係
（
中
央
公
民
館

内
）
☎
２
０
１
局
４
３
２
１
番
へ

●
対　

象　

平
成
26
年
４
月
１
日
時
点

で
、
県
内
に
住
ん
で
い
る
18
歳
以
上

の
人

※
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
常
勤

の
公
務
員
、
平
成
24
・
25
年
度
県
政

モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
き
ま
す
。

●
任　

期　

６
月
下
旬
～
平
成
27
年
３

月
31
日
（
火
）

●
内　

容　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
（
３

回
程
度
）、
県
政
へ
の
提
案
（
意
見

が
あ
る
と
き
に
随
時
で
き
ま
す
）

●
申
込
期
限　

６
月
２
日
（
月
）
消
印

有
効

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
庁
県

民
情
報
広
報
課
広
聴
係
☎（
０
９
２
）

６
４
３
局
３
１
０
３
番

　

高
齢
や
身
体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由

で
、
相
談
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
自
宅
へ
相
談
員
が
伺
い
ま
す
。

●
と　

き　

毎
週
月
曜
日
・
金
曜
日（
祝

日
は
除
く
）
午
後
１
時
～
４
時

※
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
で
す
。

●
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ほ
ー
る

※
相
談
は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
相
談
員　

住
民
相
談
員

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
０
２
局
３
７
０
０
番

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政

相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
と　

き　

４
月
14
日
（
月
）
午
後
１

時
～
４
時

※
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
で
す
。

●
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ほ
ー
る

●
相
談
員　

行
政
相
談
委
員

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
０
２
局
３
７
０
０
番

社
会
福
祉
協
議
会

２
月
14
日
～
３
月
13
日
受
付
分

【
一
般
寄
付
】

下
二�

入
江　

清
水
様

�

水
巻
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
様

【
香
典
返
し
寄
付
】

八
幡
西
区�

故
・
村
﨑
ア
サ
子
様

�

村
崎　

義
博
様

下
二�

故
・
岩
本　

徳
弘
様

�

岩
本　

城
文
様

下
二�

故
・
入
江　

清
水
様

�

入
江
恵
巳
子
様

伊
左
座�

故
・
山
野　
　

明
様

�

山
野　

明
子
様

お
か
の
台�

故
・
高
宮
チ
ヨ
子
様

�

高
宮　

英
悟
様

　

広
報
み
ず
ま
き
３
月
25
日
号
の
10
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
晴
れ
と
き
ど
き
読

書
」
の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

【
誤
】
大
人
向
け
映
画
「
綾
小
路
き
み

ま
ろ
」
４
月
16
日
（
水
）
午
前
11
時

【
正
】
大
人
向
け
映
画
「
綾
小
路
き
み

ま
ろ
」
４
月
15
日
（
火
）
午
前
11
時

●
問
い
合
わ
せ　

図
書
館
☎
２
０
１
局

５
０
０
０
番

　水巻町ファミリーサポートセンター「ふぁみぽ」
では、子育て真っ最中の忙しい皆さんをサポート
するファミリーサポートセンター事業を行ってい
ます。今回、新しい会員を募集します。

　この事業は、子育てを手助けして欲しい人（お
ねがい会員）と子育ての手伝いをしたい人（まか
せて会員）が、お互いに支援活動を行うもので
特別な資格は必要ありません。詳しくはお問い
合わせください。
※おねがい会員とまかせて会員の両方になること
もできます。
●申込期限　４月18日（金）
●申し込み・問い合わせ　子育て支援センター
（担当・柳

な ぎ ら

楽）☎ 203-5772

おねがい会員と
まかせて会員を募集します。

連絡調整

費用負担

活動報告

連絡調整サポート依頼

サポート実施

子育てサポート

おねがい会員 まかせて会員

サポートセンター

一緒に、子どもたちを育てましょう。

意
見
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

行
政
相
談

住
民
相
談

訂
正
と
お
詫
び

秋
吉
台
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と

湯
っ
た
り
温
泉

い
き
い
き「
は
つ
ら
つ
塾
」の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
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■
今
月
は
、「
黒
田
藩
あ
ら
か
る
と
」
と

題
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
歴
史
を
扱
っ
た
特

集
記
事
を
企
画
し
ま
し
た
。
現
在
、
大
河

ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
の
影
響
で
、
県

内
外
の
多
く
の
自
治
体
が
黒
田
孝
高
（
官

兵
衛
）・
長
政
父
子
と
の
関
わ
り
を
伝
え

る
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ

で
情
報
収
集
の
労
力
が
ず
い
ぶ
ん
と
軽
く

済
み
ま
し
た
。

　

私
が
興
味
を
引
か
れ
た
の
は
、
江
戸
時

代
に
入
っ
て
か
ら
の
為
政
者
と
し
て
の
黒

田
家
の
姿
で
す
。
そ
の
政
策
に
は
、
弱
い

立
場
の
人
へ
の
い
た
わ
り
が
見
ら
れ
る
一

方
、
町
人
の
自
治
権
限
を
大
幅
に
認
め
る

こ
と
で
商
業
を
活
性
化
さ
せ
る
な
ど
、
権

威
を
振
り
か
ざ
す
こ
と
な
く
巧
み
に
藩
を

繁
栄
さ
せ
て
き
た
様
子
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。�

（
村
岡
）

■
昨
年
は
上
の
人
事
異
動
の
一
覧
に
自

分
の
名
前
が
載
っ
て
、
本
当
に
部
署
が

異
動
し
た
ん
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

編
集
の
締
切
に
追
わ
れ
る
日
々
で
「
慣

れ
た
ら
だ
ん
だ
ん
と
要
領
が
良
く
な
る

ん
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
あ
っ

と
い
う
間
に
１
年
が
。
こ
の
編
集
後
記

を
書
く
と
き
は
、
全
て
の
ペ
ー
ジ
の
編

集
が
終
わ
り
、
本
当
に
一
息
つ
い
た
と

き
で
し
た
。
そ
ん
な
時
間
に
追
わ
れ
る

日
々
を
乗
り
切
れ
た
の
は
、
取
材
先
で

温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
皆
さ
ん
や
周
囲

の
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

　

ま
る
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述
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わ
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。
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水巻町役場職員
「春の人事異動」

●問い合わせ　役場人事秘書係☎ 201-4321

※氏名の後の (　 ) は、異動前の部署と職名です。

図書館・歴史資料館　館長　古川 弘之

（図書館・歴史資料館　課長補佐）

産業環境課　課長　増田 浩司

（総務課　課長補佐　庶務係長兼務）

企画財政課　課長補佐（企画広報係長兼務）　大黒 秀一

（企画財政課　企画広報係長）

管財課　管財係長　藤本 義治

（総務課　主任）

管財課　住宅係長　野村 剛史

（議会事務局　主任）

産業環境課　産業振興係長　遠坂 拓

（企画財政課　主任）

福祉課　障がい支援係長　服部 克子

（地域・こども課　主任）

建設課　土木係主査　福原 邦宏

（建設課　主任）

福祉課　高齢者支援係主査　岩根 真樹

（福祉課　主任）

学校教育課　学校教育係主査　津田 祐輔

（学校教育課　主任）

平成26年4月1日付昇格

課長・主幹

課長補佐・係長

主査

福岡県介護保険広域連合本部（総務課付　係長）　佐藤 大輔

（産業環境課　環境係長）

派遣 平成26年4月1日付

上下水道課　課長 原田 利春

生涯学習課　主査 小川 義明

住民課　副主査 生住 宏行

地域・こども課　第２保育所　技能労務主査　川杉 恵子

住民課　副主査 増田 由美

上下水道課　主事 廣渡 愛

退職 平成26年３月31日付

主任・主事

係長

課長・主幹

総務課　課長　蔵元 竜治（税務課　課長）

会計管理者（会計課長事務取扱）　山田 浩幸

（図書館・歴史資料館　館長）

税務課　課長　堺 正一（総務課　課長）

上下水道課　課長　入江 浩二（会計管理者　会計課長事務取扱）

地域・こども課　児童少年相談センター主幹　佐竹 直彦

（産業環境課　課長）

総務課　庶務係長　土岐 和弘（産業環境課　産業振興係長）

産業環境課　環境係長　藤田 恵二（住民課　医療・保護係長）

税務課　固定資産税係長　佐藤 治

（生涯学習課　生涯学習係長　人権係長兼務）

税務課　納税係長　山本 直樹（地域・こども課　子育て支援係長）

住民課　医療・保護係長　寺田 裕彦（税務課　納税係長）

地域・こども課　子育て支援係長　大庭 房枝

（税務課　固定資産税係長）

上下水道課　管理係長　舩津 未華（管財課　管財係長）

生涯学習課　生涯学習係長（人権係長兼務）　安元 一喜

（福祉課　障がい支援係長）

図書館・歴史資料館　係長　岩下 裕二（管財課　住宅係長）

議会事務局　　　　　原口 浩一　　（産業環境課）

総務課　　　　　　　池田 雄一　　（上下水道課）

企画財政課　　　　　長﨑 寛人　　（福祉課）

企画財政課　　　　　那木 健太郎　（生涯学習課）

企画財政課　　　　　吉川 昌典　　（税務課）

産業環境課　　　　　渡邊 隆弘　　（住民課）

税務課　　　　　　　中西 勇太　　（住民課）

税務課　　　　　　　黒田 直宏　　（生涯学習課）

税務課　　　　　　　田中 邦治

（総務課付　福岡県介護保険広域連合遠賀支部）

住民課　　　　　　　後藤 綾子　　（税務課）

住民課　　　　　　　遠坂 由季　　（総務課付）

住民課　　　　　　　加藤 俊介　　（税務課）

福祉課　　　　　　　稲田 幸一郎　（企画財政課）

地域・こども課　　　井上 真

（総務課付　福岡県後期高齢者医療広域連合）

地域・こども課　　　奥田 正隆　　（企画財政課）

地域・こども課　第２保育所　松川 喜代美　（地域・こども課）

生涯学習課　　　　　鉄見 愛奈美　（総務課付）

生涯学習課　　　　　緒方 康太郎　（福祉課）

平成26年 4月1日付異動

ＷＥＢ広報みずまき 町ホームページでも見られる「広報みずまき」。バックナンバーも楽しめます。 http://www.town.mizumaki.lg.jp

平成26年度国民年金保険料の
学生納付特例の受け付けが始まりました。

　地域密着型の介護保険サービスの一つ「小規模
多機能型居宅介護」を行う事業所を募集します。
※平成26年度中に施設などの整備をし、平成27年

４月から事業開始となります。
●対　象　介護保険事業の運営実績があり、法人

格を有する町内の事業者
●募集数　１事業所
●申込方法　役場高齢者支援係に事前協議の予約

をしてください。事前協議後に申し込むことがで
きます。詳しくは問い合わせてください。
●申込期限　４月 30 日（水）
●申し込み・問い合わせ
　役場高齢者支援係☎ 201-4321

　高齢者の介護で悩む人や、介護が必要で日常生
活に不安のある高齢者の相談窓口が、町内３か所
に設置している高齢者支援センターです。
●問い合わせ　
▷北部高齢者支援センター（猪熊一丁目６番 40 号） 

☎ 202-8990
▷中部高齢者支援センター（頃末北四丁目２番 30

号）☎ 201-1314
▷南部高齢者・障害者支援センター（吉田南二丁

目９番１号） ☎ 201-8826

健康保険が変わったときは
役場に届出をしましょう。

　20 歳以上の学生で保険
料を納めるのが困難な人は、
申請して承認されると、在学
中の保険料の納付が猶予さ
れます。
　猶予期間は、基礎年金の
資格期間に算入され、障害・
遺族基礎年金の年金額が保
障されます。ただし、老齢
基礎年金では「カラ期間」とされ、年金額に反映され
ません。10 年以内であれば保険料は追納できます。
●対　象　次の条件を満たす人
▷大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、

専修学校、認定されている各種学校に在学する学生
▷学生本人の所得が一定額以下の人（所得の目安は

「118 万円＋扶養親族等の数×38 万円」です）
●持ってくるもの
▷平成 26 年度の在学証明書（学生証など）
▷印鑑
【引き続き学生納付特例制度を利用する方法】
　平成 25 年度に学生納付特例制度で納付猶予してい
て、引き続き 26 年度も在学予定の人には、はがき形
式の「国民年金保険料学生納付特例申請書」が日本年
金機構から３月末に送られています。
　申請書に必要事項を記入して返送すると、平成 26
年度も学生納付特例の申請ができますので、利用して
ください。
●問い合わせ
▷役場医療・保護係☎ 201-4321
▷八幡年金事務所☎ 631-7966

　職場の健康保険に
加入したときは、国
民健康保険の資格喪
失の届出をしなけれ
ばなりません。この
喪失の届出をしない
と、国民健康保険税
は課税されたままと
なり、一時的に保険
料の二重払いとなっ
てしまいます。
　届出をすることで、
二重払いをした分は後日還付されます。また、ほ
かの健康保険に加入しているのにもかかわらず、
国民健康保険証を使って医療機関にかかってしま
った場合は、国民健康保険が負担した医療費を
後日返還することになります。
　健康保険が変わったら、必ず役場健康保険係
に届出をしましょう。
●届出に必要なもの
▷新しい健康保険証
▷国民健康保険証
●問い合わせ　役場健康保険係☎ 201-4321

小規模多機能型居宅介護
設置事業者を募集

高齢者介護の総合相談窓口

高齢者支援センター高齢者得
マル

情報
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●このお店に勤め始めたきっかけは。
　お店を出すことが決まったときに、クレープが作れる人を探
していたんです。そこで、クレープ屋に勤めていたことのある私
に友人を通じて誘いがありました。急な話でしたが、クレープ
作りが好きだったし、前のお店の経験をどこかで生かしたかっ
たのでとても嬉しかったですね。クレープは注文を受けてから
短時間で作りますが、技術がたくさん詰まっているんです。生
地を焼いたり具材を巻いたり、きちんとした商品として出せる
ようになるまで、数か月の練習がいるんですよ。
●クレープ作りに思い入れがあるんですね。
　特に今の生地を作るまでには試行錯誤が続きました。薄くて
とろけるような食感を大事にしつつ、しっかりとした素材の味
がある生地の仕込みは毎朝手作りで準備しています。店名の

「エルドール」の意味はフランス語で「黄金の翼」。デザートか
らおかずまでいろんな具材を包み込む店自慢の生地は、まさに

「黄金の翼」ですね。
●まだお店のことを知らない人へメッセージを。
　水巻町の特産品は、でかにんにく。その特産品を使った「水
巻でかにんにくみそクレープ」は、実は非常に人気のあるメニ
ューです。昼は子ども連れのお母さん、夕方は学校や仕事帰り
の人が多く立ち寄ってくれていますが、お年寄りの人にも是非
来てもらいたいですね。こだわりのクレープと、とびきりの笑
顔でお待ちしています。

町内の
頑張っ

ている
人を紹

介する
コーナ

ーです頑張って
ます! 今月は、平成 26 年１月から水巻駅前に開店したクレープ屋 aile dore（エルドール）

の店長・井上智美さんの登場です。

●生年月日� 昭和61年３月15日
●休日の過ごし方� 掃除
●好きなこと� 買い物
●勤務先� エルドール

井
いのうえ

上　智
ともみ

美さん（直方市）

活 動
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日
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加
か と う

藤 よつばちゃん

25年４月15日生ま
れ

立屋敷

宮
み や た

田 知
と も よ

世ちゃん

25年４月23日生ま
れ

猪熊

黒
くろかわ

川 羚
れ お ん

穏ちゃん

25年４月２日生まれ

高松

松
まつむろ

室 仁
に な

愛ちゃん

25年４月26日生ま
れ

下二東

福
ふくしま

島 陸
り く と

人ちゃん

25年４月17日生ま
れ

猪熊

藤
ふじわら

原 乙
お と は

羽ちゃん

25年４月30日生ま
れ

二東

渡
わたなべ

辺 龍
た つ み

海ちゃん

25年４月16日生ま
れ

　電子メールで申し込むとき

は、タイトルを「赤ちゃんアル

バム」として、掲載事項・電

話番号・26文字以内のメッセ

ージと写真データを一緒に送

信してください。

▷ koho@town.mizumaki.lg.jp

●申し込み・問い合わせ
　役場企画広報係

　☎201-4321

町内の元気いっぱいな１歳になる赤ちゃんの写真を募集しています。
▷６月生まれの赤ちゃんは５月15日（木）までに役場企画広報係へ申し込んでください。

梅ノ木団地
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